
一
、
は
じ
め
に

　本
資
料
は
後
鳥
羽
院
が
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
主
催
し
た
『
正
治
初
度
百

首
』
の
う
ち
、
十
人
の
歌
人
に
絞
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
価
値

は
、
ま
ず
『
正
治
初
度
百
首
』
の
最
善
本
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
と
な
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
比
べ
て
、
本

文
な
ら
び
歌
順
に
独
自
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
次
に
、
南
北
朝
期
の
歌
人
で
あ
る
頓

阿
に
よ
っ
て
『
正
治
初
度
百
首
』
の
改
編
さ
れ
た
痕
跡
を
奥
書
が
示
す
こ
と
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
本
は
一
種
の
異
本
と
も
言
い
得
る
。
最
も
特
徴
的
な
の
は
、

末
部
に
「
賜
題
次
第
」
の
記
述
が
あ
り
、
い
つ
誰
に
歌
題
が
命
じ
ら
れ
た
の
か
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
百
首
歌
に
つ
い
て
の
動
向
を
示
す
資

料
と
し
て
『
明
月
記
』
や
『
正
治
二
年
俊
成
卿
和
字
奏
状
』
な
ど
が
あ
る
が
、
本

資
料
の
記
載
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
事
実
は
、
従
来
の
資
料
か
ら
は
窺
え
な
い
内

容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

二
、
内
題
と
作
者
目
録

　内
題
、
な
ら
び
に
作
者
目
録
を
、
写
本
に
お
け
る
位
置
そ
の
ま
ま
に
見
て
み
る
。

射
山
百
首
和
謌

　正
治
二
年

【
論

　文
】摘

　
　要

　池
田
光
政
（
一
六
〇
九
～
一
六
八
二
）
は
多
く
の
歌
書
を
書
写
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
日
本
古
典
文
学
研
究
上
重
要
な
も
の
も
多
い
。
林
原
美
術
館
所

蔵
の
『
射
山
百
首
和
謌
』
は
後
鳥
羽
院
に
よ
る
「
正
治
初
度
百
首
」
の
異
本
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
頓
阿
の
手
を
経
て
い
る
点
、
多
く
の
異

文
が
含
ま
れ
て
い
る
点
、
ま
た
後
鳥
羽
院
の
歌
人
た
ち
へ
の
下
命
時
期
の
記
載
の
あ
る
点
な
ど
、
現
存
す
る
他
本
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
資
料
的
な
価
値
を
認
め
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
伝
来
に
関
わ
る
考
察
も
加
え
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

‥

池
田
光
政

　後
鳥
羽
院

　頓
阿

　正
治
初
度
百
首

　射
山
百
首
和
謌

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て

原

　
　
　豊

　二

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）

一
五

山
陰
研
究
（
第
九
号
）
二
〇
一
六
年
十
二
月
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①
前
斎
院
式
子
内
親
王 

③
宜
秋
門
院
丹
後

④
小
侍
従 

⑤
前
僧
正
慈
円

⑥
御
室
守
覚
法
親
王 

⑦
五
条
三
位
入
道
俊
成
釋
阿

⑧
左
府
入
道
實
房
公
静
空 

⑨
定
長
入
道
寂
蓮

⑩
師
光
入
道
性
蓮

②
二
條
院
讃
岐

　ま
ず
内
題
の
「
射
山
百
首
和
謌
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本

資
料
は
改
編
さ
れ
、
小
部
と
な
っ
た
と
は
い
え
現
行
の
『
正
治
初
度
百
首
』
の
類

似
書
と
し
て
認
定
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
「
正
治
初
度
百
首
」
と
い
う
表
記
自
体
に

も
従
来
か
ら
揺
れ
が
あ
っ
て
、
続
群
書
類
従
本
で
は
「
正
治
二
年
院
百
首
」
な
ど

と
あ
り
、
一
定
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
う
し
た
書
題
の
揺
れ
を
踏
ま
え

た
場
合
に
お
い
て
も
、
本
資
料
の
よ
う
に
「
射
山
百
首
和
謌
」
と
い
う
事
例
は
他

に
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
特
別
な
書
題
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　さ
て
、
こ
の
う
ち
「
射
山
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
藐
姑
射
の
山
」

の
省
略
形
で
、
仙
洞
つ
ま
り
上
皇
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な

用
例
は
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る（
１
）。
ま
た
、
平
安
期
の
散
佚
歌
集
に
『
射
山
集
』
と

い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
上
天
皇
の
御
集（
２
）で

あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
後
鳥
羽
院

に
お
い
て
も
「
射
山
」
と
い
う
語
は
当
て
は
ま
る
わ
け
で
、
院
主
催
の
百
首
歌
を

よ
く
表
す
書
題
と
し
て
相
応
し
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
内
題
を
尊
重
し
て
、
本
資

料
を
「
射
山
百
首
和
謌
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　内
題
の
下
部
に
「
正
治
二
年
」
と
あ
る
。
当
然
、
こ
れ
は
こ
の
百
首
歌
が
催
さ

れ
た
時
期
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
書
題
と
し
て
含
む
べ
き
か
は
判
断
に
迷
う
。
他

本
に
は
す
べ
て
「
正
治
」
な
い
し
は
「
正
治
二
年
」
と
あ
る（
３
）か
ら
、
そ
れ
を
尊
重

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
。
し
か
し
、
本
資
料
に
限
っ
て
言
え

ば
、
こ
の
「
正
治
二
年
」
は
「
射
山
百
首
和
謌
」
と
い
う
表
記
の
下
に
、
少
し
離

さ
れ
て
、
や
や
小
さ
く
右
寄
り
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
書
写
者
の
意

識
に
お
い
て
、
こ
れ
は
書
題
で
は
な
く
、
百
首
謌
の
開
催
年
を
記
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
正
治
二
年
」
は
書
題
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　次
に
作
者
目
録
で
あ
る
が
、
歌
人
の
頭
に
記
し
た
数
字
は
、
本
資
料
で
実
際
に

配
置
さ
れ
た
歌
人
の
順
番
で
あ
る
。
本
来
は
、
二
行
目
下
に
入
る
べ
き
讃
岐
が
最

後
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
乱
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
十
人
の
歌
人
が
女
性
と

出
家
者
に
限
ら
れ
て
い
る
点
は
特
に
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。

本
資
料
の
作
者
目
録
は
順
番
に
や
や
乱
れ
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
通
り
の
人
物
の

詠
歌
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
作
者
目
録
と
し
て
は
お
お
よ
そ
順
当
に
受
け
止
め
て

よ
い
。

三
、
賜
題
目
録

　次
に
巻
末
に
附
載
さ
れ
た
「
賜
題
次
第
」
を
見
て
み
よ
う
。

人
々
賜
題
次
第

　正
治
二
年
七
月
十
二
日

御
製

　仁
和
寺
宮

　左
大
臣

内
大
臣

　前
座
主

　入
道
左
府

釋
阿

　経
家
卿

　季
経
卿

隆
信
朝
臣

　生
蓮

　寂
蓮

小
侍
従

　讃
岐

　同
八
月
九
日

権
大
納
言
忠
良
卿

　冷
泉
大
納
言
隆
房
卿

定
家
朝
臣

　家
隆
朝
臣

　同
八
月
中
旬

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

一
六
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前
斎
院

　丹
後

　同
八
月
下
旬

三
宮

　こ
れ
は
後
鳥
羽
院
か
ら
の
各
歌
人
へ
の
詠
進
の
下
命
の
時
期
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
一
見
し
て
四
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
に
下
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　『正
治
初
度
百
首
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
の
下
命
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究

が
あ
る
。
ま
ず
有
吉
保
氏
は
諸
資
料
を
精
査
し
た
上
で
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
示

し
た
。

　
　第
一
次
参
加

　七
月
十
五
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円

　
　
　六
条
家
系
―
季
経
・
経
家
・
實
房
・
師
光

　
　第
二
次
参
加

　八
月
八
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
家
隆
・
定
家

　
　
　六
条
家
系
―
隆
房
・
忠
良
（
第
一
次
か
も
）

　
　第
三
次
参
加

　八
月
十
五
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
〔
式
子
〕・〔
良
経
〕・
讃
岐
・
丹
後

　
　
　六
条
家
系
―
〔
惟
明
〕・〔
守
覚
〕・〔
通
親
〕・
範
光
・
小
侍
従
（
４
）

　こ
の
有
吉
説
を
承
け
、
山
崎
桂
子
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　そ
の
第
三
次
下
命
の
歌
人
で
あ
る
が
、
有
吉
氏
は
八
月
二
十
五
日
に
詠
進

し
て
い
な
い
讃
岐
・
丹
後
・
式
子
・
良
経
の
他
、『
明
月
記
』
で
動
静
の
窺

わ
れ
な
い
守
覚
・
通
親
・
範
光
・
小
侍
従
な
ど
を
慎
重
に
処
理
さ
れ
、
こ
こ

に
推
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
歌
人
に
は
一
見
し
て

第
一
次
下
命
に
入
っ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
歌
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（中
略
）

　す
る
と
有
吉
氏
の
推
定
に
よ
る
第
一
次
メ
ン
バ
ー
は
、（
中
略
）
八
人
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
に
御
製
が
加
わ
っ
た
と
し
て
も
九
人
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院

の
初
め
て
の
催
し
で
あ
り
、
経
家
の
策
略
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
院
の
和
歌

へ
の
興
味
を
誘
う
企
画
と
し
て
は
い
さ
さ
か
面
白
味
に
欠
け
、
規
模
も
小
さ

す
ぎ
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（中
略
）

　つ
ま
り
当
初
の
計
画
で
は
詠
進
者
十
四
名
か
ら
な
る
百
首
歌
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　そ
の
上
で
、
山
崎
氏
は
下
命
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
新
た
な
提
示
を
行
っ
た
。

第
一
次
参
加

　七
月
十
四
日
下
命

　十
四
名

　院御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円
・
讃
岐
・
式
子

六
条
家
系
―
季
経
・
生
蓮
（
師
光
）・
静
空
（
實
房
）・
経
家
・
小
侍
従
・

　
　
　
　
　通
親
・
守
覚

第
二
次
参
加

　八
月
八
日
下
命

　四
名

御
子
左
家
系
―
家
隆
・
定
家

六
条
家
系
―
隆
房
・
忠
良

第
三
次
参
加

　八
月
十
五
日
頃
下
命

　四
名

御
子
左
家
系
―
丹
後
・
良
経

六
条
家
系
―
範
光
・
惟
明
（
５
）

　さ
て
、
山
崎
氏
の
表
記
法
に
改
め
て
、
本
資
料
の
「
賜
題
次
第
」
の
内
容
を
確

認
し
て
み
た
い
。

第
一
次
参
加

　七
月
十
二
日
下
命

　十
四
名

　院御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円
・
良
経
・
讃
岐

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

一
七
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前
斎
院

　丹
後

　同
八
月
下
旬

三
宮

　こ
れ
は
後
鳥
羽
院
か
ら
の
各
歌
人
へ
の
詠
進
の
下
命
の
時
期
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
一
見
し
て
四
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
に
下
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
。

　『正
治
初
度
百
首
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
の
下
命
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究

が
あ
る
。
ま
ず
有
吉
保
氏
は
諸
資
料
を
精
査
し
た
上
で
次
の
よ
う
な
仮
説
を
提
示

し
た
。

　
　第
一
次
参
加

　七
月
十
五
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円

　
　
　六
条
家
系
―
季
経
・
経
家
・
實
房
・
師
光

　
　第
二
次
参
加

　八
月
八
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
家
隆
・
定
家

　
　
　六
条
家
系
―
隆
房
・
忠
良
（
第
一
次
か
も
）

　
　第
三
次
参
加

　八
月
十
五
日
下
命

　
　
　御
子
左
家
系
―
〔
式
子
〕・〔
良
経
〕・
讃
岐
・
丹
後

　
　
　六
条
家
系
―
〔
惟
明
〕・〔
守
覚
〕・〔
通
親
〕・
範
光
・
小
侍
従
（
４
）

　こ
の
有
吉
説
を
承
け
、
山
崎
桂
子
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　そ
の
第
三
次
下
命
の
歌
人
で
あ
る
が
、
有
吉
氏
は
八
月
二
十
五
日
に
詠
進

し
て
い
な
い
讃
岐
・
丹
後
・
式
子
・
良
経
の
他
、『
明
月
記
』
で
動
静
の
窺

わ
れ
な
い
守
覚
・
通
親
・
範
光
・
小
侍
従
な
ど
を
慎
重
に
処
理
さ
れ
、
こ
こ

に
推
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
歌
人
に
は
一
見
し
て

第
一
次
下
命
に
入
っ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
歌
人
が
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（中
略
）

　す
る
と
有
吉
氏
の
推
定
に
よ
る
第
一
次
メ
ン
バ
ー
は
、（
中
略
）
八
人
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
に
御
製
が
加
わ
っ
た
と
し
て
も
九
人
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院

の
初
め
て
の
催
し
で
あ
り
、
経
家
の
策
略
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
院
の
和
歌

へ
の
興
味
を
誘
う
企
画
と
し
て
は
い
さ
さ
か
面
白
味
に
欠
け
、
規
模
も
小
さ

す
ぎ
る
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（中
略
）

　つ
ま
り
当
初
の
計
画
で
は
詠
進
者
十
四
名
か
ら
な
る
百
首
歌
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　そ
の
上
で
、
山
崎
氏
は
下
命
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
新
た
な
提
示
を
行
っ
た
。

第
一
次
参
加

　七
月
十
四
日
下
命

　十
四
名

　院御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円
・
讃
岐
・
式
子

六
条
家
系
―
季
経
・
生
蓮
（
師
光
）・
静
空
（
實
房
）・
経
家
・
小
侍
従
・

　
　
　
　
　通
親
・
守
覚

第
二
次
参
加

　八
月
八
日
下
命

　四
名

御
子
左
家
系
―
家
隆
・
定
家

六
条
家
系
―
隆
房
・
忠
良

第
三
次
参
加

　八
月
十
五
日
頃
下
命

　四
名

御
子
左
家
系
―
丹
後
・
良
経

六
条
家
系
―
範
光
・
惟
明
（
５
）

　さ
て
、
山
崎
氏
の
表
記
法
に
改
め
て
、
本
資
料
の
「
賜
題
次
第
」
の
内
容
を
確

認
し
て
み
た
い
。

第
一
次
参
加

　七
月
十
二
日
下
命

　十
四
名

　院御
子
左
家
系
―
俊
成
・
寂
蓮
・
隆
信
・
慈
円
・
良
経
・
讃
岐

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）
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六
条
家
系
―
季
経
・
生
蓮
・
静
空
・
経
家
・
小
侍
従
・
通
親
・
守
覚

第
二
次
参
加

　八
月
九
日
下
命

　四
名

御
子
左
家
系
―
家
隆
・
定
家

六
条
家
系
―
隆
房
・
忠
良

第
三
次
参
加

　八
月
中
旬

　二
名

御
子
左
家
系
―
式
子
・
丹
後

第
四
次
参
加

　八
月
下
旬

　一
名

六
条
家
系
―
惟
明

　山
崎
氏
の
提
示
し
た
想
定
と
本
資
料
の
内
容
は
実
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
言
っ
て

よ
い
の
で
あ
る
。
山
崎
氏
の
慧
眼
に
つ
い
て
は
何
も
申
し
上
げ
る
こ
と
は
な
い

が
、
本
資
料
が
山
崎
説
の
大
き
な
根
拠
と
な
る
だ
ろ
う
こ
と
だ
け
は
強
く
述
べ
て

お
き
た
い
。

　そ
の
上
で
若
干
の
相
違
点
を
述
べ
る
と
、
線
部
で
記
し
た
う
ち
良
経
と
式
子
の

位
置
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
仮
に
本
資
料
の
記
載
の
方
が
正
し
け
れ

ば
、
式
子
内
親
王
の
病
気
と
関
係
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。『
明
月
記
』
は

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
五
月
か
ら
断
続
的
に
式
子
の
病
の
記
事
が
続
き
、
建
仁

元
年
の
正
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
資
料
に
は
範
光
の
名
は
な
い
。

　次
に
下
命
の
日
時
に
も
相
違
が
あ
る
。
ま
ず
は
第
一
次
下
命
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、『
明
月
記
』
に
初
め
て
こ
の
百
首
歌
の
件
が
表
れ
る
の
は
七
月
十
五
日
条
で

あ
る
。
こ
の
段
階
で
定
家
に
は
歌
題
は
下
命
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
分
が
入
れ
ら
れ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
「
僻
事
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
昨
日
の
百
首
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
鳥
羽
院
か
ら
の
下
賜
は
前
日
の
七
月
十
四
日
と
い
う
推
察

を
山
崎
氏
は
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
本
資
料
の
記
載
で
は
、
そ
の
二
日

前
の
七
月
十
二
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
答
え
を

稿
者
は
持
た
な
い
。

　第
二
次
下
命
に
つ
い
て
は
、『
明
月
記
』
と
『
拾
遺
愚
草
』
に
よ
り
八
月
八
日

の
こ
と
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
し
か
る
に
、
本
資
料
で
は
九
日
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
第
三
次
（
八
月
中
旬
）
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
ら
れ
る

が
、
本
資
料
で
は
第
四
次
（
八
月
下
旬
）
の
あ
る
こ
と
が
目
新
し
い
。

　本
資
料
『
射
山
百
首
和
謌
』
は
山
崎
桂
子
氏
の
想
定
と
お
お
よ
そ
適
合
す
る
内

容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
若
干
の
相
違
か
ら
下
命
に
関
す
る

新
た
な
見
解
を
導
き
得
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
正
治
初
度
百
首
』
の
成
立

に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
本
資
料
は
大
変
有
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

そ
の
こ
と
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
編
纂
を
行
っ
た
後
鳥
羽
院
の
歌
壇
の
初
期

の
状
況
を
考
え
る
上
で
も
、
同
様
に
有
益
と
な
る
に
違
い
な
い
。

四
、
奥
書

　次
に
本
資
料
の
奥
書
を
見
て
み
た
い
。

（
奥
書
①
）

　本
云

延
文
元
年
十
二
月
借
請
洞
院
前
相
国
本
書
写
畢

（
奥
書
②
）

延
文
三
年
六
月
一
日
申
出
聖
護
院
宮
御
本
誂
褻
髪
幸
熊
君
書
写
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　頓
阿

　試
み
に
、
こ
の
二
つ
の
奥
書
を
訓
読
し
て
み
た
い
。

（
奥
書
①
）

　本
云
は
く

延
文
元
年
十
二
月
、
洞
院
前
相
国
本
を
借
り
請
け
て
書
写
し
畢
ん
ぬ
。

（
奥
書
②
）

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）
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延
文
三
年
六
月
一
日
、
申
し
出
で
て
、
聖
護
院
宮
御
本
よ
り
褻
と
髪
と
を
幸

熊
君
に
誂
へ
て
、
書
写
し
畢
ん
ぬ
。

頓
阿

　
　
　

　ま
ず
、
奥
書
①
の
方
で
あ
る
が
、
こ
の
本
が
「
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
十
二

月
」
に
「
洞
院
前
相
国
本
」
を
借
り
請
け
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
洞

院
前
相
国
」
は
洞
院
公
賢
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
後
光
厳
天
皇
に
よ
る
百
首

和
歌
の
こ
と
で
公
賢
ら
は
忙
し
く
、
そ
の
日
記
『
園
太
暦
』
に
は
、
百
首
歌
に

関
連
し
た
か
、
歌
書
の
貸
し
借
り
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
園
太
暦
』
延
文

元
年
十
二
月
二
十
日
条
に
あ
る
、
同
十
九
日
の
徳
大
寺
公
清
か
ら
の
書
簡
に
、

『
千
五
百
番
歌
合
』
を
返
す
旨
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
清
は
公
賢

の
女
を
妻
と
し
て
い
る
。

　次
に
奥
書
②
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
奥
書
①
の
お
お
よ
そ
一
年
半
後
に
あ
た
る
も

の
で
あ
る
。
奥
書
①
の
「
洞
院
前
相
国
本
」
を
祖
本
と
し
た
「
聖
護
院
宮
御
本
」

を
基
に
し
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
聖

護
院
宮
」
は
覚
誉
法
親
王
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
頓
阿
の
家
集
『
草
庵
集
』
か

ら
は
、
頓
阿
と
覚
誉
法
親
王
と
の
親
交
が
認
め
ら
れ
る
。

　さ
て
、
奥
書
②
に
は
「
褻
」「
髪
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
の
解
釈
は
慎
重
で

あ
り
た
い
が
、「
褻
」
を
「
け
が
れ
」
と
解
釈
し
て
「
女
性
」
の
意
と
し
た
い
。

ま
た
、「
髪
」
は
「
出
家
者
」
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
女
性
と
出
家
者
を
選
ん
で

新
た
に
「
誂
へ
」
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
資
料
に
載
る
歌
人
の
属

性
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
正
治
二
年
の
段
階
で
、
女
性
の
う
ち
三
人
、

つ
ま
り
式
子
内
親
王
、
讃
岐
、
小
侍
従
も
出
家
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
特
に

考
慮
し
な
く
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
女
性
と
出
家
者
を
選

ん
だ
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
頓
阿
自
身
の
信
仰
の
問
題

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
十
人
の
詠
歌
が
、
歌
人
自
体
の
高
齢
も
あ
っ
て
、

相
対
的
に
円
熟
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

百
首
歌
全
体
の
撰
集
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　頓
阿
は
著
名
な
歌
人
で
も
あ
り
、
ま
た
歌
学
書
も
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

人
物
が
、
女
性
と
出
家
者
の
歌
集
と
し
て
、
こ
れ
を
再
編
さ
せ
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
に
一
定
の
価
値
と
、『
正
治
初
度
百
首
』
の
受
容
の
一
片
を
見
た
い
。

け
れ
ど
も
、
奥
書
②
を
見
る
限
り
、
こ
れ
は
「
幸
熊
君
」
な
る
人
物
の
書
写
で
あ

り
、
頓
阿
自
身
の
書
写
で
は
な
か
っ
た
。

　以
上
、
奥
書
①
な
い
し
奥
書
②
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
た
。
洞
院
公
賢

を
中
心
と
し
た
文
芸
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
こ
の
本
が
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
公
賢
は
当
代
き
っ
て
の
公
卿
の
重
鎮
で
あ

り
、
こ
の
本
の
由
来
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
頓
阿
や
そ
の
周
辺
の
文

芸
活
動
と
も
敷
衍
し
て
、
本
資
料
が
頓
阿
作
成
本
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
こ
と
も
確
認

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
新
編
国
歌
大
観
の
『
正
治
初
度
百
首
』

の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
な
ど
と
は
、
そ
の
書
承
系
統
が
異
な
っ
て
い
る

ら
し
く
、
そ
の
こ
と
は
本
文
の
異
同
に
お
い
て
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内

題
の
「
射
山
百
首
和
謌
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
系
統
の
違
う
こ
と
を
よ
く
表
し
て

い
る
よ
う
だ
。
本
文
の
問
題
は
後
述
す
る
と
し
て
、
本
資
料
の
奥
書
か
ら
も
多
く

の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　も
っ
と
も
、
現
存
す
る
本
資
料
『
射
山
百
首
和
謌
』
は
近
世
前
期
の
書
写
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
「
奥
書
」
と
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
奥
書
」
で
あ
っ

て
「
書
写
奥
書
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
奥
書
に
あ
る
通
り
の
頓
阿
作
成
本

（
な
い
し
は
そ
の
子
本
）
を
書
写
し
た
の
が
現
存
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
は

池
田
光
政
が
頓
阿
作
成
本
を
入
手
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
こ
れ
が
厳
重
に
写
さ
れ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）
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延
文
三
年
六
月
一
日
、
申
し
出
で
て
、
聖
護
院
宮
御
本
よ
り
褻
と
髪
と
を
幸

熊
君
に
誂
へ
て
、
書
写
し
畢
ん
ぬ
。

頓
阿

　
　
　

　ま
ず
、
奥
書
①
の
方
で
あ
る
が
、
こ
の
本
が
「
延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
十
二

月
」
に
「
洞
院
前
相
国
本
」
を
借
り
請
け
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
洞

院
前
相
国
」
は
洞
院
公
賢
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
後
光
厳
天
皇
に
よ
る
百
首

和
歌
の
こ
と
で
公
賢
ら
は
忙
し
く
、
そ
の
日
記
『
園
太
暦
』
に
は
、
百
首
歌
に

関
連
し
た
か
、
歌
書
の
貸
し
借
り
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
園
太
暦
』
延
文

元
年
十
二
月
二
十
日
条
に
あ
る
、
同
十
九
日
の
徳
大
寺
公
清
か
ら
の
書
簡
に
、

『
千
五
百
番
歌
合
』
を
返
す
旨
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
清
は
公
賢

の
女
を
妻
と
し
て
い
る
。

　次
に
奥
書
②
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
奥
書
①
の
お
お
よ
そ
一
年
半
後
に
あ
た
る
も

の
で
あ
る
。
奥
書
①
の
「
洞
院
前
相
国
本
」
を
祖
本
と
し
た
「
聖
護
院
宮
御
本
」

を
基
に
し
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
聖

護
院
宮
」
は
覚
誉
法
親
王
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
頓
阿
の
家
集
『
草
庵
集
』
か

ら
は
、
頓
阿
と
覚
誉
法
親
王
と
の
親
交
が
認
め
ら
れ
る
。

　さ
て
、
奥
書
②
に
は
「
褻
」「
髪
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
部
分
の
解
釈
は
慎
重
で

あ
り
た
い
が
、「
褻
」
を
「
け
が
れ
」
と
解
釈
し
て
「
女
性
」
の
意
と
し
た
い
。

ま
た
、「
髪
」
は
「
出
家
者
」
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
女
性
と
出
家
者
を
選
ん
で

新
た
に
「
誂
へ
」
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
本
資
料
に
載
る
歌
人
の
属

性
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
正
治
二
年
の
段
階
で
、
女
性
の
う
ち
三
人
、

つ
ま
り
式
子
内
親
王
、
讃
岐
、
小
侍
従
も
出
家
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
特
に

考
慮
し
な
く
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
女
性
と
出
家
者
を
選

ん
だ
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
頓
阿
自
身
の
信
仰
の
問
題

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
の
十
人
の
詠
歌
が
、
歌
人
自
体
の
高
齢
も
あ
っ
て
、

相
対
的
に
円
熟
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

百
首
歌
全
体
の
撰
集
と
い
う
面
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　頓
阿
は
著
名
な
歌
人
で
も
あ
り
、
ま
た
歌
学
書
も
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

人
物
が
、
女
性
と
出
家
者
の
歌
集
と
し
て
、
こ
れ
を
再
編
さ
せ
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
に
一
定
の
価
値
と
、『
正
治
初
度
百
首
』
の
受
容
の
一
片
を
見
た
い
。

け
れ
ど
も
、
奥
書
②
を
見
る
限
り
、
こ
れ
は
「
幸
熊
君
」
な
る
人
物
の
書
写
で
あ

り
、
頓
阿
自
身
の
書
写
で
は
な
か
っ
た
。

　以
上
、
奥
書
①
な
い
し
奥
書
②
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
た
。
洞
院
公
賢

を
中
心
と
し
た
文
芸
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
こ
の
本
が
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
、
ま
ず
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
公
賢
は
当
代
き
っ
て
の
公
卿
の
重
鎮
で
あ

り
、
こ
の
本
の
由
来
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
頓
阿
や
そ
の
周
辺
の
文

芸
活
動
と
も
敷
衍
し
て
、
本
資
料
が
頓
阿
作
成
本
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
こ
と
も
確
認

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
新
編
国
歌
大
観
の
『
正
治
初
度
百
首
』

の
底
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
本
な
ど
と
は
、
そ
の
書
承
系
統
が
異
な
っ
て
い
る

ら
し
く
、
そ
の
こ
と
は
本
文
の
異
同
に
お
い
て
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内

題
の
「
射
山
百
首
和
謌
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
系
統
の
違
う
こ
と
を
よ
く
表
し
て

い
る
よ
う
だ
。
本
文
の
問
題
は
後
述
す
る
と
し
て
、
本
資
料
の
奥
書
か
ら
も
多
く

の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　も
っ
と
も
、
現
存
す
る
本
資
料
『
射
山
百
首
和
謌
』
は
近
世
前
期
の
書
写
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
「
奥
書
」
と
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
奥
書
」
で
あ
っ

て
「
書
写
奥
書
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
奥
書
に
あ
る
通
り
の
頓
阿
作
成
本

（
な
い
し
は
そ
の
子
本
）
を
書
写
し
た
の
が
現
存
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
は

池
田
光
政
が
頓
阿
作
成
本
を
入
手
し
、
彼
ら
に
よ
っ
て
こ
れ
が
厳
重
に
写
さ
れ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

一
九
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五
、
書
誌
と
伝
来

　次
に
本
資
料
の
書
誌
を
見
て
み
よ
う
。

【
書
誌
】

外
題

　ナ
シ

内
題

　「射
山
百
首
和
謌
（
正
治
二
年
）」

池
田
光
政
ほ
か
筆

整
理
番
号

　５
０
４
―
３

表
紙

　藍
色
、
菱
紋
・
花
紋
（
貼
紙
「
準
備

　雜
甲
第
七
九
號
」）

見
返
し

　装
飾
、
原
装

料
紙

　鳥
の
子
・
薄
様
混
ざ
り
、
色
紙
多
い

数
量

　一
冊

寸
法

　縦
一
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　

　
　
　横
一
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　（
舛
方
本
）

全
一
一
七
丁
（
遊
紙

　前
一
丁
、
後
五
丁
）

　

本
文
一
〇
行

　和
歌
一
首
二
行

　大
変
豪
華
な
作
り
の
本
で
あ
る
。
書
写
者
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
池
田
光
政
と

そ
の
娘
で
あ
る
奈
阿
子
、
そ
の
家
臣
で
あ
る
伊
木
の
分
担
書
写
の
よ
う
で
あ
る
。

各
担
当
部
分
の
冒
頭
に
朱
で
「
光
」「
ナ
ア
」「
伊
」
と
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
と

知
れ
る
。
娘
の
奈
阿
子
が
そ
の
書
写
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
政
の
あ

ま
り
若
い
時
期
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
以
降
、
光
政
が
岡
山
藩
主
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　池
田
光
政
が
歌
書
を
多
く
書
写
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
多
く
が
林
原
美
術

館
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
い
く
ら
か
示
し
た（
６
）が
、
こ
の
『
射
山
百
首
和

謌
』
の
書
写
に
関
わ
る
動
機
は
何
だ
ろ
う
か
。『
池
田
光
政
公
伝
』
下
巻
（
池
田

家
、
一
九
三
二
）
は
後
鳥
羽
院
に
関
わ
る
光
政
書
写
資
料
に
つ
い
て
、
以
下
の
も

の
を
挙
げ
て
い
る
。「
二
三
、
後
鳥
羽
院
百
首

　一
巻
」「
二
四
、
正
治
二
年
御
百

首

　一
巻
（
以
下
、
小
字
で
）
正
治
百
首

　正
治
俊マ

マ

度
百
首

　弘
長
百
首

　延
文

御
百
首

　永
享
百
首

　将
軍
家
御
百
首

　丹
後
守
爲
忠
百
首
」「
三
〇
、
射
山

　

百
首

　一
冊
」「
四
〇
、
仙
洞
五
十
首
和
歌

　一
冊

　（以
下
、
小
字
で
）
竪
四
寸

一
分

　横
四
寸
三
分
」「
五
二
、
時
代
不
同
歌
合

　百
五
十
番

　一
巻
」
で
あ
り
、

後
鳥
羽
院
へ
の
執
着
ら
し
き
も
の
も
感
じ
る
わ
け
で
あ
る
。

　さ
て
、
後
鳥
羽
院
は
承
久
の
乱
で
隠
岐
に
流
さ
れ
た
が
、
そ
の
子
で
あ
る
頼
仁

親
王
は
備
前
国
児
島
に
流
さ
れ
た
。
な
お
、
当
時
、
児
島
は
本
州
と
陸
路
で
つ
な

が
っ
て
お
ら
ず
、
島
嶼
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
頼
仁
親
王
の
配
流
を
前
に
、

親
王
の
異
母
兄
、
覚
仁
法
親
王
も
備
前
に
移
っ
て
い
る
。
頼
仁
親
王
は
こ
の
地
で

仏
門
の
振
興
に
尽
力
し
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
倉
敷
市
木
見
に
は
そ
の
墓
所
が
残

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
倉
敷
市
林
に
あ
る
五
流
尊
瀧
院
に
は
、
後
鳥
羽
院
の
一
周

忌
供
養
の
た
め
に
両
親
王
が
造
っ
た
「
後
鳥
羽
院
御
影
塔
」
が
あ
っ
て
、
現
在
、

国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
御
影
塔
は
当
時
の
状
態
の
ま
ま
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
備
前
国
児
島
郡
に
は
後
鳥
羽
院
の
ゆ
か
り
の
も
の
が
多
く
、

岡
山
藩
領
に
児
島
郡
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
光
政
は
後
鳥
羽
院

へ
の
意
識
も
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
光
政
が
か
つ
て
鳥

取
藩
主
で
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
因
幡
・
伯
耆
か
ら
見
て
隠
岐
は
近
隣
で

あ
り
、
同
様
な
意
識
が
こ
こ
で
も
想
定
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　も
っ
と
も
、
直
接
的
に
光
政
が
後
鳥
羽
院
を
思
慕
し
た
こ
と
を
表
す
資
料
は
見

当
た
ら
な
い
。
光
政
独
自
の
和
歌
へ
の
関
心
が
根
源
的
な
意
味
で
の
書
写
へ
の
動

機
と
い
う
ふ
う
に
も
言
え
る
と
は
思
う
。
け
れ
ど
も
、
本
資
料
が
大
変
な
豪
華
本

で
あ
る
こ
と
や
、
書
写
に
関
わ
る
手
間
暇
を
思
え
ば
、
こ
の
書
写
行
為
に
相
当
な

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
〇
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力
の
入
れ
よ
う
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
光
政
の
真
意
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。　本

資
料
は
、
近
代
以
降
も
池
田
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
『
池
田
光
政
公
伝
』
か

ら
確
認
で
き
る
が
、
戦
後
に
な
っ
て
林
原
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た（
７
）。

六
、
掲
載
歌
に
つ
い
て

　本
資
料
の
掲
載
歌
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
以
下
は
歌
人
の
順
番
①
か
ら
⑩
、

そ
の
中
の
部
立
と
掲
載
歌
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
歌
人
順
・
部
立
・
歌
数
】

①
前
斎
院
式
子
内
親
王

　

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　旅
宿
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

②
二
條
院
讃
岐

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　穐
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

③
小
侍
従

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

④
丹
後

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　旅
五
首

　山

家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑤
御
室

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑥
前
大
僧
正
慈
円

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
十
九
首
（
新
編
国
歌
大
観
『
正
治
初
度
百
首
』

番
号
に
お
け
る
六
五
一
番
歌
の
上
句
と
六
五
二
番
歌
の
下
句
が
つ
な
が
っ
て

一
首
に
）（
冬
・
表
記
な
し
）
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
九
十
九
首
）

⑦
入
道
右
大
臣
静
空

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑧
沙
弥
釋
阿

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首
（
た
く
み
と
り
・
み
や
ま
つ
く
み
・
か
は
ら
す
ゝ
め
・

は
や
ふ
さ
、
し
ら
ふ
の
た
か
）

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑨
沙
弥
生
蓮

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑩
沙
弥
寂
蓮

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

　ま
ず
③
小
侍
従
で
あ
る
が
、
新
編
国
歌
大
観
が
九
十
九
首
を
収
め
て
い
る
の
に

対
し
て
、
こ
こ
で
は
百
首
す
べ
て
が
揃
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
肥
前
松
平
文
庫

の
『
小
侍
従
集

　別
本
（
正
治
初
度
百
首
）』
に
は
新
編
国
歌
大
観
に
抜
け
落
ち

た
歌
が
記
さ
れ
て
い
て
、
山
崎
氏
に
よ
っ
て
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

全
く
の
新
発
見
で
は
な
い
の
だ
が
、
肥
前
松
平
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
た
冬
部
の
歌

「
さ
ら
ぬ
た
に
き
そ
の
か
け
ち
は
あ
や
う
き
に
い
か
に
た
は
し
る
霰
な
る
ら
ん
」

と
同
じ
「
さ
ら
ぬ
た
に
木
曽
の
か
け
ち
は
あ
や
う
き
に
い
か
に
た
は
し
る
あ
ら
しれ

カ

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
一
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力
の
入
れ
よ
う
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
光
政
の
真
意
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。　本

資
料
は
、
近
代
以
降
も
池
田
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
『
池
田
光
政
公
伝
』
か

ら
確
認
で
き
る
が
、
戦
後
に
な
っ
て
林
原
美
術
館
の
所
蔵
と
な
っ
た（
７
）。

六
、
掲
載
歌
に
つ
い
て

　本
資
料
の
掲
載
歌
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
以
下
は
歌
人
の
順
番
①
か
ら
⑩
、

そ
の
中
の
部
立
と
掲
載
歌
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
歌
人
順
・
部
立
・
歌
数
】

①
前
斎
院
式
子
内
親
王

　

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　旅
宿
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

②
二
條
院
讃
岐

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　穐
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

③
小
侍
従

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

④
丹
後

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　旅
五
首

　山

家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑤
御
室

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑥
前
大
僧
正
慈
円

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
十
九
首
（
新
編
国
歌
大
観
『
正
治
初
度
百
首
』

番
号
に
お
け
る
六
五
一
番
歌
の
上
句
と
六
五
二
番
歌
の
下
句
が
つ
な
が
っ
て

一
首
に
）（
冬
・
表
記
な
し
）
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
九
十
九
首
）

⑦
入
道
右
大
臣
静
空

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑧
沙
弥
釋
阿

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　羈
旅
五
首

　

山
家
五
首

　鳥
五
首
（
た
く
み
と
り
・
み
や
ま
つ
く
み
・
か
は
ら
す
ゝ
め
・

は
や
ふ
さ
、
し
ら
ふ
の
た
か
）

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑨
沙
弥
生
蓮

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

⑩
沙
弥
寂
蓮

春
二
十
首

　夏
十
五
首

　秋
二
十
首

　冬
十
五
首

　戀
十
首

　山
家
五
首

　

羈
旅
五
首

　鳥
五
首

　祝
五
首
（
全
百
首
）

　ま
ず
③
小
侍
従
で
あ
る
が
、
新
編
国
歌
大
観
が
九
十
九
首
を
収
め
て
い
る
の
に

対
し
て
、
こ
こ
で
は
百
首
す
べ
て
が
揃
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
肥
前
松
平
文
庫

の
『
小
侍
従
集

　別
本
（
正
治
初
度
百
首
）』
に
は
新
編
国
歌
大
観
に
抜
け
落
ち

た
歌
が
記
さ
れ
て
い
て
、
山
崎
氏
に
よ
っ
て
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

全
く
の
新
発
見
で
は
な
い
の
だ
が
、
肥
前
松
平
文
庫
本
に
収
め
ら
れ
た
冬
部
の
歌

「
さ
ら
ぬ
た
に
き
そ
の
か
け
ち
は
あ
や
う
き
に
い
か
に
た
は
し
る
霰
な
る
ら
ん
」

と
同
じ
「
さ
ら
ぬ
た
に
木
曽
の
か
け
ち
は
あ
や
う
き
に
い
か
に
た
は
し
る
あ
ら
しれ

カ

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
一

－ 198 －



な
る
ら
ん
」
が
、
本
資
料
に
も
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本

資
料
で
は
「
あ
ら
し
」
の
「
し
」
に
「
れ
カ
」
と
あ
り
、
歌
意
を
見
れ
ば
「
あ
ら

れ
」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小

侍
従
の
失
わ
れ
た
和
歌
一
首
は
、
こ
こ
で
さ
ら
に
復
元
さ
れ
る
べ
き
根
拠
を
得
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　次
に
⑥
慈
円
の
歌
で
あ
る
が
、
本
資
料
で
は
九
十
九
首
し
か
収
め
ら
れ
て
な

い
。
こ
れ
は
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
に
お
け
る
六
五
一
番
歌
の
上
句
と
六
五
二
番

歌
の
下
句
が
目
移
り
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
秋
部
の
歌

二
首
が
一
首
に
統
合
さ
れ
た
結
果
と
し
て
あ
る
。
部
立
の
「
冬
」
の
表
記
の
な
い

の
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
じ
た
混
乱
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
続
群
書

類
従
本
の
方
も
春
の
一
首
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
単
に
春
部
が
一
首
抜

け
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
新
編
国
歌
大
観
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ

て
、
続
群
書
類
従
本
の
抜
け
落
ち
と
本
資
料
の
問
題
と
は
関
係
が
な
い
。

七
、
本
文
に
つ
い
て

　本
資
料
は
新
編
国
歌
大
観
の
『
正
治
初
度
百
首
』
と
比
べ
た
場
合
、
多
く
の
異

文
や
歌
順
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
新
編
国
歌
大
観
が
二
十
三
人
の
和
歌

お
お
よ
そ
二
千
三
百
首
を
収
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
資
料
は
約
千
首
を
収
め

て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
単
純
に
比
較
で
き
な
い
面
も
あ
る
。
ま
た
、『
正

治
初
度
百
首
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
収
ま
っ
て
い
な
い
、
こ
の
百
首
歌
群
の
中
の

個
別
の
百
首
を
記
載
す
る
写
本
も
そ
れ
な
り
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
個
別
百
首
の
方

の
資
料
の
検
討
も
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　以
下
は
、
式
子
内
親
王
詠
歌
の
翻
字
と
主
な
校
異
で
あ
る
。
異
同
も
あ
ま
た

あ
っ
て
、
現
行
諸
本
と
異
な
っ
て
い
る
点
の
多
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な

お
、
各
行
頭
の
数
字
は
本
資
料
の
歌
順
番
号
で
あ
り
、
各
行
尾
の
番
号
は
対
応
す

る
新
編
国
歌
大
観
の
番
号
で
あ
る
。
ま
た
、
校
異
は
新
編
国
歌
大
観
本
（
底
本
は

宮
内
庁
書
陵
部
本
、
内
閣
文
庫
本
を
用
い
て
校
訂
）
と
続
群
書
類
従
本
を
用
い
て

行
っ
た
。
本
文
の
異
同
の
多
く
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　春

前
斎
院
式
子
内
親
王

0001

　峯
の
雪
も
ま
た
ふ
る
と
し
の
空
な
か
ら
か
た
え
か
す
め
る
は
る
の
か
よ
ひ
ち

（
204
）

0002

　山
ふ
か
み
は
る
と
も
し
ら
ぬ
松
の
戸
に
た
え
〳
〵
か
ゝ
る
ゆ
き
の
玉
水

（
205
）

0003

　ゆ
き
ゝ
え
て
う
ら
め
つ
ら
し
き
は
つ
草
の
わ
つ
か
に
野
へ
も
は
る
め
き
に
け

り
（
206
）

　
　校
異

　わ
つ
か

　（国
）
は
つ
か
（
群
）
は
つ
か

0004

　に
ほ
の
う
み
や
霞
の
う
ち
に
こ
く
舟
の
ま
ほ
に
も
春
の
け
し
き
な
る
か
な

（
207
）

0005

　あ
し
引
の
山
の
は
か
す
む
曙
に
た
に
よ
り
い
つ
る
と
り
の
ひ
と
こ
ゑ
（
208
）

0006

　な
か
め
や
る
霞
の
す
ゑ
は
し
ら
雲
の
た
な
ひ
く
や
ま
の
明
ほ
の
ゝ
そ
ら

（
209
）

0007

　袖
の
う
へ
に
か
き
ね
の
梅
は
を
と
つ
れ
て
ま
く
ら
に
き
ゆ
る
う
た
ゝ
ね
の
ゆ

め
（
210
）

0008

　な
か
め
つ
る
け
ふ
は
む
か
し
に
な
り
ぬ
と
も
の
き
は
の
む
め
は
わ
れ
を
忘
る

な
（
211
）

0009

　い
ま
さ
■く

ら
○

つ
き
ぬ
と
み
え
て
う
す
く
も
り
（
欠
字
）
に
か
す
め
る
よ
の
け

し
き
か
な
（
212
）

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）
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　校
異

　（欠
字
）

　（国
）
春
（
群
）
春

　

0010

　（欠ま

字か

）
つ
ほ
と
の
心
の
う
ち
に
坼
花
を
つ
ゐ
に
よ
し
の
へ
う
つ
し
つ
る
哉

（
213
）　

　校
異

　（欠
字
）「
ま
」
か

　（国
）
ま
（
群
）
ま

0011

　み
ね
の
雲
ふ
も
と
の
雪
に
う
つ
も
れ
て
い
つ
れ
を
は
な
と
み
よ
し
の
ゝ
さ
と

（
214
）

0012

　た
か
さ
こ
の
お
の
へ
の
さ
く
ら
た
つ
ぬ
れ
は
み
や
こ
の
に
し
き
い
く
へ
か
さ

ね
ぬ
（
215
）

　
　校
異

　か
さ
ね
ぬ

　（国
）
か
す
み
ぬ
（
群
）
か
す
み
ぬ

0013

　と
ふ
人
も
お
ら
て
を
か
へ
れ
う
く
ひ
す
の
は
か
せ
も
つ
ら
き
や
と
の
さ
く
ら

を
（
216
）

0014

　霞
ゐ
る
た
か
ま
の
山
の
し
ら
雪
は
は
な
か
あ
ら
ぬ
か
か
へ
る
た
ひ
人
（
217
）

0015

　ゆ
め
の
う
ち
も
移
ふ
は
な
に
風
吹
て
し
つ
心
な
き
は
る
の
う
た
ゝ
ね
（
218
）

0016

　け
さ
み
れ
は
や
と
の
こ
す
ゑ
に
風
過
て
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
の
い
く
へ
と
も
な
く

（
219
）

0017

　い
ま
は
た
ゝ
か
せ
を
も
い
は
し
よ
し
の
川
い
は
こ
す
は
な
の
し
か
ら
み
も
か

な
（
220
）

　
　校
異

　は
な
の

　（国
）
花
に
（
群
）
花
に

0018

　花
は
ち
り
そ
の
色
と
な
く
な
か
む
れ
は
む
な
し
き
そ
ら
に
春
雨
そ
ふ
る

（
221
）　

　校
異

　花
は
ち
り

　（国
）
花
は
ち
り
て
（
群
）
花
は
散
て

0019

　み
つ
く
き
の
あ
と
も
と
ま
ら
す
み
ゆ
る
哉
浪
と
雲
と
に
き
ゆ
る
か
り
か
ね

（
222
）

0020

　な
き
と
め
ぬ
春
を
う
ら
む
る
鶯
の
な
み
た
な
る
ら
し
枝
に
か
ゝ
れ
る
（
223
）

　
　
　夏

0021

　さ
く
ら
い
ろ
の
こ
ろ
も
に
も
ま
た
わ
か
な
く
に
は
る
を
の
こ
せ
る
や
と
の
藤

な
み
（
224
）

　
　校
異

　わ
か
な
く
に

　（国
）
わ
か
る
る
に
（
群
）
わ
か
る
ゝ
に

　
　校
異

　藤
な
み

　（国
）
藤
か
な
（
群
）
藤
か
な

　な
み
イ

0022

　ま
つ
さ
と
を
わ
き
て
も
や
ら
す
郭
公
卯
の
花
か
き
の
し
の
ひ
ね
の
こ
ゑ

（
225
）　

　校
異

　わ
き
て
も
や
ら
す

　（国
）
分
き
て
や
も
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（群
）
分
て
や
も
ら
す

　
　校
異

　花
か
き
の

　（国
）
花
か
げ
の
（
群
）
花
か
け
の

0023

　ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
つ
る
雲
を
か
た
み
に
て
や
か
て
な
か
む
る
あ
り
明
の
そ
ら

（
226
）　

　校
異

　き
ゝ
つ
る

　（国
）
な
き
つ
る
（
群
）
な
き
つ
る

0024

　聲
は
し
て
雲
路
に
む
せ
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
涙
や
そ
ゝ
く
夜
は
の
む
ら
さ
め

（
227
）　

　校
異

　夜
は
の

　（国
）
よ
ひ
の
（
群
）
よ
ひ
の

0025

　郭
公
よ
こ
雲
か
す
む
山
の
は
の
あ
り
明
の
に
な
を
そ
か
た
ふ
く
（
228
）

　
　校
異

　か
た
ふ
く

　（国
）
か
た
ら
ふ
（
群
）
か
た
ら
ふ

0026

　水
く
ら
き
岩
ま
に
ま
よ
ふ
夏
む
し
の
と
も
し
け
た
て
も
よ
を
あ
か
す
ら
ん

（
229
）　

　校
異

　ま
よ
ふ

　（国
）
ま
が
ふ
（
群
）
ま
か
ふ

　
　校
異

　け
た
て
も

　（国
）
け
ち
て
も
（
群
）
け
ち
て
も

　
　校
異

　あ
か
す
ら
ん

　（国
）
あ
か
す
か
な
（
群
）
あ
か
す
哉

0027

　さ
み
た
れ
の
雲
は
ひ
と
つ
に
と
ち
は
て
ゝ
ぬ
き
み
た
れ
つ
る
の
き
の
玉
水

（
230
）

0028

　い
に
し
へ
を
は
な
た
ち
花
に
ま
か
す
れ
は
の
き
の
し
の
ふ
に
風
か
よ
ふ
な
り

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
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　校
異

　（欠
字
）

　（国
）
春
（
群
）
春

　

0010

　（欠ま

字か

）
つ
ほ
と
の
心
の
う
ち
に
坼
花
を
つ
ゐ
に
よ
し
の
へ
う
つ
し
つ
る
哉

（
213
）　

　校
異

　（欠
字
）「
ま
」
か

　（国
）
ま
（
群
）
ま

0011

　み
ね
の
雲
ふ
も
と
の
雪
に
う
つ
も
れ
て
い
つ
れ
を
は
な
と
み
よ
し
の
ゝ
さ
と

（
214
）

0012

　た
か
さ
こ
の
お
の
へ
の
さ
く
ら
た
つ
ぬ
れ
は
み
や
こ
の
に
し
き
い
く
へ
か
さ

ね
ぬ
（
215
）

　
　校
異

　か
さ
ね
ぬ

　（国
）
か
す
み
ぬ
（
群
）
か
す
み
ぬ

0013

　と
ふ
人
も
お
ら
て
を
か
へ
れ
う
く
ひ
す
の
は
か
せ
も
つ
ら
き
や
と
の
さ
く
ら

を
（
216
）

0014

　霞
ゐ
る
た
か
ま
の
山
の
し
ら
雪
は
は
な
か
あ
ら
ぬ
か
か
へ
る
た
ひ
人
（
217
）

0015

　ゆ
め
の
う
ち
も
移
ふ
は
な
に
風
吹
て
し
つ
心
な
き
は
る
の
う
た
ゝ
ね
（
218
）

0016

　け
さ
み
れ
は
や
と
の
こ
す
ゑ
に
風
過
て
し
ら
れ
ぬ
ゆ
き
の
い
く
へ
と
も
な
く

（
219
）

0017

　い
ま
は
た
ゝ
か
せ
を
も
い
は
し
よ
し
の
川
い
は
こ
す
は
な
の
し
か
ら
み
も
か

な
（
220
）

　
　校
異

　は
な
の

　（国
）
花
に
（
群
）
花
に

0018

　花
は
ち
り
そ
の
色
と
な
く
な
か
む
れ
は
む
な
し
き
そ
ら
に
春
雨
そ
ふ
る

（
221
）　

　校
異

　花
は
ち
り

　（国
）
花
は
ち
り
て
（
群
）
花
は
散
て

0019

　み
つ
く
き
の
あ
と
も
と
ま
ら
す
み
ゆ
る
哉
浪
と
雲
と
に
き
ゆ
る
か
り
か
ね

（
222
）

0020

　な
き
と
め
ぬ
春
を
う
ら
む
る
鶯
の
な
み
た
な
る
ら
し
枝
に
か
ゝ
れ
る
（
223
）

　
　
　夏

0021

　さ
く
ら
い
ろ
の
こ
ろ
も
に
も
ま
た
わ
か
な
く
に
は
る
を
の
こ
せ
る
や
と
の
藤

な
み
（
224
）

　
　校
異

　わ
か
な
く
に

　（国
）
わ
か
る
る
に
（
群
）
わ
か
る
ゝ
に

　
　校
異

　藤
な
み

　（国
）
藤
か
な
（
群
）
藤
か
な

　な
み
イ

0022

　ま
つ
さ
と
を
わ
き
て
も
や
ら
す
郭
公
卯
の
花
か
き
の
し
の
ひ
ね
の
こ
ゑ

（
225
）　

　校
異

　わ
き
て
も
や
ら
す

　（国
）
分
き
て
や
も
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（群
）
分
て
や
も
ら
す

　
　校
異

　花
か
き
の

　（国
）
花
か
げ
の
（
群
）
花
か
け
の

0023

　ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
つ
る
雲
を
か
た
み
に
て
や
か
て
な
か
む
る
あ
り
明
の
そ
ら

（
226
）　

　校
異

　き
ゝ
つ
る

　（国
）
な
き
つ
る
（
群
）
な
き
つ
る

0024

　聲
は
し
て
雲
路
に
む
せ
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
涙
や
そ
ゝ
く
夜
は
の
む
ら
さ
め

（
227
）　

　校
異

　夜
は
の

　（国
）
よ
ひ
の
（
群
）
よ
ひ
の

0025

　郭
公
よ
こ
雲
か
す
む
山
の
は
の
あ
り
明
の
に
な
を
そ
か
た
ふ
く
（
228
）

　
　校
異

　か
た
ふ
く

　（国
）
か
た
ら
ふ
（
群
）
か
た
ら
ふ

0026

　水
く
ら
き
岩
ま
に
ま
よ
ふ
夏
む
し
の
と
も
し
け
た
て
も
よ
を
あ
か
す
ら
ん

（
229
）　

　校
異

　ま
よ
ふ

　（国
）
ま
が
ふ
（
群
）
ま
か
ふ

　
　校
異

　け
た
て
も

　（国
）
け
ち
て
も
（
群
）
け
ち
て
も

　
　校
異

　あ
か
す
ら
ん

　（国
）
あ
か
す
か
な
（
群
）
あ
か
す
哉

0027

　さ
み
た
れ
の
雲
は
ひ
と
つ
に
と
ち
は
て
ゝ
ぬ
き
み
た
れ
つ
る
の
き
の
玉
水

（
230
）

0028

　い
に
し
へ
を
は
な
た
ち
花
に
ま
か
す
れ
は
の
き
の
し
の
ふ
に
風
か
よ
ふ
な
り

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
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）
に
つ
い
て
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原
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（
231
）

0029

　か
へ
り
こ
ぬ
む
か
し
を
今
と
お
も
ひ
ね
の
ゆ
め
の
ま
く
ら
に
に
ほ
ふ
た
ち
は

な
（
232
）

0030

　ま
く
す
は
ら
う
ち
か
せ
な
る
ゝ
夏
の
よ
の
秋
た
ち
そ
む
る
せ
み
の
羽
衣

（
233
）　

　校
異

　夏
の
よ
の

　（国
）
夏
の
夜
は
（
群
）
夏
の
夜
は

0031

　す
ゝ
し
や
と
か
せ
の
た
よ
り
を
尋
ぬ
れ
は
し
け
み
に
な
ひ
く
野
へ
の
さ
ゆ
り

は
（
234
）

0032

　さ
よ
ふ
か
き
い
は
も
る
水
の
を
と
さ
え
て
す
ゝ
し
く
な
り
ぬ
う
た
ゝ
ね
の
と

こ
（
235
）

　
　校
異

　さ
よ
ふ
か
き

　（国
）
さ
よ
ふ
か
み
（
群
）
さ
よ
ふ
か
み

0033

　い
け
さ
む
き
は
す
の
う
は
ゝ
に
露
は
ゐ
ぬ
野
へ
の
い
ろ
な
る
玉
や
し
く
ら
ん

（
236
）　

　校
異

　う
は
ゝ
に

　（国
）
う
き
葉
に
（
群
）
う
き
葉
に

0034

　露
の
い
ろ
も
秋
ち
か
し
と
や
さ
よ
更
て
ま
か
き
の
荻
の
お
と
ろ
か
す
ら
ん

（
237
）　

　校
異

　露

　（国
）
月
（
群
）
月

0035

　秋
か
せ
を
か
り
に
や
つ
く
る
ゆ
ふ
く
れ
の
雲
の
ち
か
き
ま
て
ゆ
く
ほ
た
る
か

な
（
238
）

　
　校
異

　秋
か
せ
を

　（国
）
あ
き
風
と
（
群
）
秋
風
と

　
　
　秋

0036

　う
た
ゝ
ね
の
あ
さ
け
の
袖
に
か
は
る
な
り
な
ら
す
あ
ふ
き
の
秋
の
は
つ
か
せ

（
239
）　

　校
異

　あ
さ
け
の
袖

　（国
）
あ
さ
け
の
風
（
群
）
朝
け
の
風

0037

　な
か
む
れ
は
木
の
ま
う
つ
ろ
ふ
夕
月
夜
や
ゝ
け
し
き
た
つ
秋
の
そ
ら
か
な

（
240
）

0038

　日
く
ら
し
の
こ
ゑ
も
つ
き
ぬ
る
山
陰
に
ま
た
お
と
ろ
か
す
入
あ
ひ
の
か
ね

（
241
）

0039

　あ
と
も
な
き
庭
の
浅
ち
に
む
す
ほ
ゝ
れ
露
の
そ
こ
な
る
松
む
し
の
こ
ゑ

（
242
）

0040

　わ
か
ゝ
と
の
い
な
は
の
風
に
お
と
ろ
け
は
き
り
の
あ
な
た
に
は
つ
か
り
の
こ

ゑ
（
243
）

0041

　か
せ
か
へ
る
浪
の
花
す
り
乱
つ
ゝ
し
と
ろ
に
う
つ
す
ま
の
ゝ
浦
は
き
（
244
）

　
　校
異

　か
せ
か
へ
る

　（国
）
よ
せ
か
へ
る
（
群
）
よ
せ
か
へ
る

0042

　し
ら
露
の
い
ろ
と
る
木
々
の
を
そ
け
れ
と
萩
の
し
た
葉
そ
秋
を
し
り
け
る

（
245
）　

　校
異

　木
々
の

　（国
）
木
木
は
（
群
）
木
々
は

0043

　秋
と
い
へ
は
も
の
を
そ
思
ふ
山
の
は
に
い
さ
よ
ふ
雲
の
ゆ
ふ
く
れ
の
空

（
246
）

0044

　は
な
す
ゝ
き
ま
た
露
ふ
か
し
ほ
に
出
て
な
か
め
し
と
思
秋
の
さ
か
り
を

（
247
）

0045

　か
り
衣
み
た
れ
に
け
らり
な
イし
朝ア
ツ
サ
弓露
にイ

ひ
く
ま
の
ゝ
邊
に
は
き
の
下
露道
イ（

248
）（
書

陵
部
本
は
「
は
き
」
を
「
荻
」
と
す
る
）

　
　校
異

　け
らり

な
イし

　（国
）
け
ら
し
（
群
）
け
ら
し

　
　校
異

　朝ア
ツ
サ
弓露
にイ

　（国
）
あ
づ
さ
弓
（
群
）
梓
弓

　
　校
異

　下
露道

イ

　（国
）
し
た
露
（
群
）
下
つ
ゆ

0046

　萩
の
う
へ
に
か
り
の
涙
の
置
露
は
こ
ほ
り
に
け
り
な
月
に
む
す
ひ
て
（
249
）

0047

　な
か
め
わ
ひ
ぬ
秋
よ
り
ほ
か
の
宿
も
哉
野
に
も
や
ま
に
も
月
や
す
む
ら
ん

（
250
）

0048

　更
に
け
り
山
の
は
ち
か
く
月
さ
え
て
と
を
ち
の
さ
と
に
衣
う
つ
な
り
（
251
）

池
田
光
政
ほ
か
筆
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　校
異

　う
つ
な
り

　（国
）
う
つ
こ
ゑ
（
群
）
う
つ
聲

0049

　故
郷
は
む
く
ら
の
ゝ
き
も
う
ら
か
れ
て
く
ま
な
く
は
る
ゝ
月
の
か
け
か
な

（
252
）　

　校
異

　く
ま
な
く

　（国
）
よ
な
よ
な
（
群
）
よ
な
〳
〵

0050

　と
け
て
ね
ぬ
神
さ
へ
色
に
出
ね
と
や
露
ふ
き
む
す
ふ
峯
の
こ
か
ら
し
（
253
）

0051

　し
る
き
か
な
浅
茅
色
つ
く
庭
の
面
に
人
め
か
る
へ
き
冬
の
ち
か
さ
は
（
254
）

0052

　秋
の
色
は
ま
か
き
に
う
と
く
成
行
と
た
ま
く
ら
な
る
ゝ
ね
や
の
月
か
け

（
255
）　

　校
異

　た
ま
く
ら
な
る
ゝ

　（国
）
枕
に
な
る
る
（
群
）
枕
に
な
る
ゝ

0053

　あ
さ
ち
原
は
つ
し
も
む
す
ふ
長
月
の
あ
り
明
の
空
に
お
も
ひ
き
え
つ
ゝ

（
256
）

0054

　梧
の
葉
も
ふ
み
分
か
た
く
成
に
け
り
か
な
ら
す
人
を
ま
つ
と
な
け
れ
と

（
257
）

0055

　お
も
へ
と
も
こ
よ
ひ
は
か
り
の
秋
の
空
ふ
け
ゆ
く
雲
に
打
し
く
れ
つ
ゝ

（
258
）　

　
　冬

0056

　神
な
月
み
む
ろ
の
山
の
山
颪
に
く
れ
な
ゐ
く
ゝ
る
た
つ
た
か
は
か
な
（
259
）

0057

　こ
す
ゑ
に
は
残
る
に
し
き
も
と
ま
り
け
り
庭
に
そ
秋
の
い
ろ
は
た
ち
け
る

（
260
）

0058

　み
る
ま
ゝ
に
冬
は
き
に
け
り
か
も
の
ゐ
る
入
江
の
み
き
は
う
す
氷
し
て

（
261
）　

　校
異

　う
す
氷
し
て

　（国
）
う
す
ご
ほ
り
つ
つ
（
群
）
う
す
氷
つ
ゝ

0059

　時
雨
つ
ゝ
よ
も
の
紅
葉
は
ふ
り
は
て
ゝ
あ
ら
れ
そ
お
つ
る
庭
の
こ
の
は
に

（
262
）　

　校
異

　こ
の
は
に

　（国
）
こ
の
は
に
（
群
）
こ
のか

はけ
イ

に

0060

　あ
れ
く
ら
す
冬
の
空
か
な
か
き
く
も
り
み
そ
れ
よ
こ
き
る
風
き
ほ
ひ
つ
ゝ

（
263
）

0061

　あ
し
か
も
の
は
ら
ひ
も
あ
へ
ぬ
し
も
の
上
に
く
た
け
て
か
ゝ
る
う
す
氷
か
な

（
264
）

0062

　あ
ら
れ
ふ
る
野
ち
の
さ
ゝ
は
ら
ふ
し
侘
て
さ
ら
に
宮
こ
を
ゆ
め
に
た
に
み
す

（
265
）　

　校
異

　さ
ゝ
は
ら

　（国
）
し
の
原
（
群
）
し
の
原

0063

　さ
む
し
ろ
の
よ
は
の
衣
手
さ
え
〳
〵
て
は
つ
雪
し
ろ
し
お
か
の
へ
の
松

（
266
）（
書
陵
部
本
は
「
よ
は
の
」
を
「
夜
の
」
と
す
る
）

0064

　む
れ
て
た
つ
そ
ら
も
雪
け
に
さ
は
か
れ
て
こ
ほ
り
の
と
こ
や
を
し
そ
鳴
な
る

（
267
）　

　校
異

　さ
は
か
れ
て

　（国
）
寒さ

え
く
れ
て
（
群
）
寒
く
れ
て

　
　校
異

　こ
ほ
り
の
と
こ
や

　（国
）
氷
の
ね
や
に
（
群
）
氷
の
ね
や
に

0065

　身
に
し
む
は
庭
火
の
か
け
も
さ
え
の
ほ
る
し
も
夜
の
ほ
し
の
明
か
た
の
空

（
268
）

0066

　あ
ま
つ
風
こ
ほ
り
を
わ
た
る
冬
の
よ
の
お
と
め
の
袖
を
み
か
く
月
か
け

（
269
）

0067

　日
か
す
ふ
る
雪
け
に
ま
さ
る
す
み
か
ま
の
け
ふ
り
も
さ
む
し
お
ほ
原
の
さ
と

（
270
）　

　校
異

　さ
む
し

　（国
）
さ
び
し
（
群
）
さ
ひ
し

0068

　わ
た
の
原
ふ
か
く
や
冬
の
な
り
ぬ
ら
ん
こ
ほ
り
そ
つ
な
く
あ
ま
の
つ
り
舟

（
271
）

0069

　人
と
は
ぬ
都
の
ほ
か
の
す
ま
ひ
に
も
は
る
は
と
な
り
に
ち
か
つ
き
に
け
り

（
272
）　

　校
異

　す
ま
ひ
に
も

　（国
）
雪
の
中
も
（
群
）
雪
の
う
ち
も

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
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林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原
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　校
異

　う
つ
な
り

　（国
）
う
つ
こ
ゑ
（
群
）
う
つ
聲

0049

　故
郷
は
む
く
ら
の
ゝ
き
も
う
ら
か
れ
て
く
ま
な
く
は
る
ゝ
月
の
か
け
か
な

（
252
）　

　校
異

　く
ま
な
く

　（国
）
よ
な
よ
な
（
群
）
よ
な
〳
〵

0050

　と
け
て
ね
ぬ
神
さ
へ
色
に
出
ね
と
や
露
ふ
き
む
す
ふ
峯
の
こ
か
ら
し
（
253
）

0051

　し
る
き
か
な
浅
茅
色
つ
く
庭
の
面
に
人
め
か
る
へ
き
冬
の
ち
か
さ
は
（
254
）

0052

　秋
の
色
は
ま
か
き
に
う
と
く
成
行
と
た
ま
く
ら
な
る
ゝ
ね
や
の
月
か
け

（
255
）　

　校
異

　た
ま
く
ら
な
る
ゝ

　（国
）
枕
に
な
る
る
（
群
）
枕
に
な
る
ゝ

0053

　あ
さ
ち
原
は
つ
し
も
む
す
ふ
長
月
の
あ
り
明
の
空
に
お
も
ひ
き
え
つ
ゝ

（
256
）

0054

　梧
の
葉
も
ふ
み
分
か
た
く
成
に
け
り
か
な
ら
す
人
を
ま
つ
と
な
け
れ
と

（
257
）

0055

　お
も
へ
と
も
こ
よ
ひ
は
か
り
の
秋
の
空
ふ
け
ゆ
く
雲
に
打
し
く
れ
つ
ゝ

（
258
）　

　
　冬

0056

　神
な
月
み
む
ろ
の
山
の
山
颪
に
く
れ
な
ゐ
く
ゝ
る
た
つ
た
か
は
か
な
（
259
）

0057

　こ
す
ゑ
に
は
残
る
に
し
き
も
と
ま
り
け
り
庭
に
そ
秋
の
い
ろ
は
た
ち
け
る

（
260
）

0058

　み
る
ま
ゝ
に
冬
は
き
に
け
り
か
も
の
ゐ
る
入
江
の
み
き
は
う
す
氷
し
て

（
261
）　

　校
異

　う
す
氷
し
て

　（国
）
う
す
ご
ほ
り
つ
つ
（
群
）
う
す
氷
つ
ゝ

0059

　時
雨
つ
ゝ
よ
も
の
紅
葉
は
ふ
り
は
て
ゝ
あ
ら
れ
そ
お
つ
る
庭
の
こ
の
は
に

（
262
）　

　校
異

　こ
の
は
に

　（国
）
こ
の
は
に
（
群
）
こ
のか

はけ
イ

に

0060

　あ
れ
く
ら
す
冬
の
空
か
な
か
き
く
も
り
み
そ
れ
よ
こ
き
る
風
き
ほ
ひ
つ
ゝ

（
263
）

0061

　あ
し
か
も
の
は
ら
ひ
も
あ
へ
ぬ
し
も
の
上
に
く
た
け
て
か
ゝ
る
う
す
氷
か
な

（
264
）

0062

　あ
ら
れ
ふ
る
野
ち
の
さ
ゝ
は
ら
ふ
し
侘
て
さ
ら
に
宮
こ
を
ゆ
め
に
た
に
み
す

（
265
）　

　校
異

　さ
ゝ
は
ら

　（国
）
し
の
原
（
群
）
し
の
原

0063

　さ
む
し
ろ
の
よ
は
の
衣
手
さ
え
〳
〵
て
は
つ
雪
し
ろ
し
お
か
の
へ
の
松

（
266
）（
書
陵
部
本
は
「
よ
は
の
」
を
「
夜
の
」
と
す
る
）

0064

　む
れ
て
た
つ
そ
ら
も
雪
け
に
さ
は
か
れ
て
こ
ほ
り
の
と
こ
や
を
し
そ
鳴
な
る

（
267
）　

　校
異

　さ
は
か
れ
て

　（国
）
寒さ

え
く
れ
て
（
群
）
寒
く
れ
て

　
　校
異

　こ
ほ
り
の
と
こ
や

　（国
）
氷
の
ね
や
に
（
群
）
氷
の
ね
や
に

0065

　身
に
し
む
は
庭
火
の
か
け
も
さ
え
の
ほ
る
し
も
夜
の
ほ
し
の
明
か
た
の
空

（
268
）

0066

　あ
ま
つ
風
こ
ほ
り
を
わ
た
る
冬
の
よ
の
お
と
め
の
袖
を
み
か
く
月
か
け

（
269
）

0067

　日
か
す
ふ
る
雪
け
に
ま
さ
る
す
み
か
ま
の
け
ふ
り
も
さ
む
し
お
ほ
原
の
さ
と

（
270
）　

　校
異

　さ
む
し

　（国
）
さ
び
し
（
群
）
さ
ひ
し

0068

　わ
た
の
原
ふ
か
く
や
冬
の
な
り
ぬ
ら
ん
こ
ほ
り
そ
つ
な
く
あ
ま
の
つ
り
舟

（
271
）

0069

　人
と
は
ぬ
都
の
ほ
か
の
す
ま
ひ
に
も
は
る
は
と
な
り
に
ち
か
つ
き
に
け
り

（
272
）　

　校
異

　す
ま
ひ
に
も

　（国
）
雪
の
中
も
（
群
）
雪
の
う
ち
も

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
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0070

　を
の
つ
か
ら
な
か
ら
へ
は
猶
い
く
度
か
と
し
を
む
か
へ
て
あ
は
れ
と
思
は
ん

（
273
）　

　校
異

　と
し
を

　（国
）
お
い
を
（
群
）
老
を

　
　
　戀

0071

　し
る
へ
せ
よ
あ
と
な
き
浪
に
こ
く
舟
の
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
や
へ
の
し
ほ
風

（
274
）

0072

　か
く
と
た
に
い
は
か
き
ぬ
ま
の
身
を
つ
く
し
し
る
人
な
み
に
く
つ
る
袖
か
な

（
275
）

0073

　ゆ
め
に
て
も
み
ゆ
ら
ん
物
を
な
け
き
つ
ゝ
う
ち
ぬ
る
よ
ひ
の
袖
の
け
し
き
は

（
276
）

0074

　わ
か
戀
は
し
る
人
も
な
し
せ
く
と
こ
の
な
み
た
も
ら
す
な
つ
け
の
を
ま
く
ら

（
277
）

0075

　し
ら
せ
は
や
す
か
た
の
池
の
花
か
つ
み
か
つ
み
る
ま
ゝ
に
な
み
の
し
ほ
る
と

（
278
）　

　校
異

　な
み
の
し
ほ
る
と

　（国
）
浪
に
し
を
る
る
（
群
）
袖
そ
し
ほ
る
ゝ

0076

　わ
き
も
こ
か
玉
も
の
す
そ
に
よ
る
波
の
よ
る
と
は
な
し
に
ほ
さ
ぬ
袖
か
な

（
279
）

0077

　あ
ふ
こ
と
は
と
を
つ
の
は
ま
の
岩
つ
ゝ
し
い
は
て
や
く
ち
ん
そ
む
る
心
を

（
280
）　

　校
異

　そ
む
る
心
を

　（国
）
そ
む
る
心
を
（
群
）
す
む
る
心
は

0078

　わ
か
袖
は
か
り
に
も
ひ
め
や
く
れ
な
ゐ
の
あ
さ
は
の
ゝ
ら
に
か
ゝ
る
ゆ
ふ
つ

ゆ
（
281
）

0079

　あ
ふ
こ
と
は
け
ふ
松
か
え
の
た
む
け
草
い
く
よ
し
ほ
る
ゝ
袖
と
か
は
み
る

（
282
）　

　校
異

　袖
と
か
は
み
る

　（国
）
袖
と
か
は
し
る
（
群
）
袖
と
か
は
し
る

0080

　ま
ち
い
て
ゝ
も
い
か
に
な
か
め
ん
忘
れ
ね
と
い
ひ
し
は
か
り
の
有
明
の
月

（
283
）　

　校
異

　忘
れ
ね
と

　（国
）
わ
す
る
な
と
（
群
）
わ
す
る
な
と

　
　校
異

　有
明
の
月

　（国
）
有
明
の
空
（
群
）
有
明
の
空

　
　
　旅
宿

0081

　都
に
て
雪
ま
は
つ
か
に
も
え
い
て
し
夢
引
む
す
ふ
さ
よ
の
中
山
（
284
）

0082

　あ
ら
い
そ
の
玉
も
の
と
こ
に
か
り
ね
し
て
わ
れ
か
ら
そ
て
を
ぬ
ら
し
つ
る
哉

（
285
）

0083

　宮
こ
人
お
き
津
こ
し
ま
の
濱
ひ
さ
し
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
浪
ち
へ
た
て
ゝ

（
286
）

0084

　行
す
ゑ
は
い
ま
い
く
よ
と
か
い
は
し
ろ
の
を
か
の
か
や
ね
に
枕
む
す
は
ん

（
287
）

0085

　松
か
ね
の
を
し
ま
か
磯
の
さ
よ
枕
い
た
く
な
ぬ
れ
そ
あ
ま
の
袖
か
は
（
288
）

　
　
　校
異

　を
し
ま
か
磯
の

　（国
）
と
じ
ま
が
磯
の
（
群
）
を
し
ま
か
磯
の

　
　
　山
家

0086

　我
か
や
と
は
つ
ま
木
こ
り
ゆ
く
山
か
つ
の
し
は
〳
〵
か
よ
ふ
み
ち
は
か
り
し

て
（
289
）

　
　校
異

　み
ち
は
か
り
し
て

　（国
）
跡
ば
か
り
し
て
（
群
）
路
は
か
り
し
て

0087

　今
は
わ
れ
松
の
は
し
ら
の
杦
の
庵
に
と
つ
へ
き
も
の
を
こ
け
ふ
か
き
袖

（
290
）　

　校
異

　と
つ
へ
き
も
の
を

　（国
）
と
づ
べ
き
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（群
）
と
ふ
へ
き
物
を

0088

　山
さ
と
は
峯
の
木
の
葉
に
き
ほ
ひ
つ
ゝ
雲
よ
り
お
ろ
す
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

（
291
）　

　校
異

　山
さ
と
は

　（国
）
山
の
は
は
（
群
）
山
の
端
は

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
六

－ 193 －

0089

　柴
の
戸
を
人
こ
そ
と
は
ね
あ
し
曳
の
や
ま
よ
り
い
つ
る
月
は
ま
ち
み
つ

（
292
）　

　校
異

　月
は
ま
ち
み
つ

　（国
）
月
は
ま
づ
み
つ
（
群
）
月
は
ま
つ
み
つ

0090

　山
さ
と
は
峯
に
た
え
せ
ぬ
松
の
こ
ゑ
こ
の
葉
に
し
の
ふ
谷
の
し
た
水
（
293
）

　
　
　鳥

0091

　暁
の
ゆ
ふ
つ
け
と
り
そ
あ
は
れ
な
る
な
か
き
ね
ふ
り
を
お
も
ふ
ま
く
ら
に

（
294
）　

　校
異

　ま
く
ら
に

　（国
）
涙
に
（
群
）
泪
に

0092

　な
く
つ
る
の
お
も
ふ
心
は
し
ら
ね
と
も
よ
る
の
こ
ゑ
こ
そ
身
に
は
し
み
け
れ

（
295
）

0093

　身
の
う
さ
を
お
も
ひ
く
た
け
は
し
の
ゝ
め
の
き
り
ま
に
む
す
ふ
し
き
の
は
ね

か
き
（
296
）

　
　校
異

　む
す
ふ

　（国
）
む
せ
ぶ
（
群
）
む
せ
ふ

0094

　い
か
な
し
や
風
に
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
う
へ
に
に
ほ
の
う
き
す
の
さ
て
も
よ
に
ふ

る
（
297
）

　
　校
異

　い
か
な
し
や

　（国
）
は
か
な
し
や
（
群
）
は
か
な
し
や

　
　校
異

　よ
に
ふ
る

　（国
）
よ
を
ふ
る
（
群
）
よ
を
ふ
る

0095

　う
ち
は
ら
ひ
を
の
ゝ
浅
茅
に
か
る
草
の
し
け
み
か
す
ゑ
に
う
つ
ら
な
く
な
り

（
298
）　

　校
異

　な
く
な
り

　（国
）
た
つ
な
り
（
群
）
立
な
り

　
　
　祝

0096

　君
が
へ
ん
ち
よ
松
風
に
ふ
き
そ
へ
て
竹
も
し
ら
ふ
る
聲
か
よ
ふ
な
り
（
299
）

0097

　あ
め
の
し
た
め
く
む
草
木
の
め
も
は
る
に
か
き
り
も
し
ら
ぬ
御
代
の
末
〳
〵

（
300
）

0098

　い
く
と
せ
の
い
く
よ
ろ
つ
世
か
君
か
よ
に
雪
月
花
の
と
も
を
待
見
む
（
301
）

　
　校
異

　待
見
む

　（国
）
ま
ち
け
ん
（
群
）
ま
ち
け
む

0099

　か
め
の
お
の
い
は
ね
か
う
へ
に
ゐ
る
た
つ
の
こ
ゝ
ろ
し
て
け
る
水
の
い
ろ
か

な
（
302
）

　
　校
異

　ゐ
る
た
つ
の

　（国
）
ゐ
る
た
づ
も
（
群
）
ゐ
る
た
つ
も

0100

　君
か
代
は
ち
く
ま
の
川
の
さ
ゝ
れ
石
の
こ
け
む
す
い
は
と
な
り
つ
く
す
ま
て

（
303
）　こ

の
よ
う
に
式
子
内
親
王
の
詠
歌
に
限
っ
て
み
て
も
、
従
来
の
諸
本
と
の
違
い

は
明
ら
か
で
あ
り
、
歌
意
に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一

つ
一
つ
の
検
討
は
今
後
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
本
資
料
の
独
自
性
を
ひ
と
ま
ず

理
解
さ
れ
た
い
。

八
、
ま
と
め
に

　本
資
料
は
『
正
治
初
度
百
首
』
に
関
わ
る
重
要
な
写
本
で
あ
り
、
今
後
、
詳
細

な
検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
全
文
の
翻
字
を
進
め
、
機
会
が
あ
れ
ば
公

刊
し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
資
料
の
最
も
重
要
な
と
こ
ろ

は
、
巻
末
の
「
賜
題
目
録
」
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
さ
ら
な
る
検
証

が
求
め
ら
れ
る
。

　林
原
美
術
館
所
蔵
資
料
の
中
に
は
文
学
研
究
の
上
で
重
要
な
も
の
が
多
く
、
本

資
料
も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
池
田
光
政
な
ど
藩
主
筆
の
資
料
に

つ
い
て
は
、
そ
の
祖
本
と
も
関
わ
っ
て
、
多
く
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
考
察
は
十
全
で
は
な
い
。
近
世
期
の
資
料

に
お
い
て
も
、
藩
主
家
の
力
量
に
よ
っ
て
は
、
前
時
代
の
資
料
以
上
の
価
値
が
見

出
せ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
今
後
の
調
査
・
研
究

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
七
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0089

　柴
の
戸
を
人
こ
そ
と
は
ね
あ
し
曳
の
や
ま
よ
り
い
つ
る
月
は
ま
ち
み
つ

（
292
）　

　校
異

　月
は
ま
ち
み
つ

　（国
）
月
は
ま
づ
み
つ
（
群
）
月
は
ま
つ
み
つ

0090

　山
さ
と
は
峯
に
た
え
せ
ぬ
松
の
こ
ゑ
こ
の
葉
に
し
の
ふ
谷
の
し
た
水
（
293
）

　
　
　鳥

0091

　暁
の
ゆ
ふ
つ
け
と
り
そ
あ
は
れ
な
る
な
か
き
ね
ふ
り
を
お
も
ふ
ま
く
ら
に

（
294
）　

　校
異

　ま
く
ら
に

　（国
）
涙
に
（
群
）
泪
に

0092

　な
く
つ
る
の
お
も
ふ
心
は
し
ら
ね
と
も
よ
る
の
こ
ゑ
こ
そ
身
に
は
し
み
け
れ

（
295
）

0093

　身
の
う
さ
を
お
も
ひ
く
た
け
は
し
の
ゝ
め
の
き
り
ま
に
む
す
ふ
し
き
の
は
ね

か
き
（
296
）

　
　校
異

　む
す
ふ

　（国
）
む
せ
ぶ
（
群
）
む
せ
ふ

0094

　い
か
な
し
や
風
に
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
う
へ
に
に
ほ
の
う
き
す
の
さ
て
も
よ
に
ふ

る
（
297
）

　
　校
異

　い
か
な
し
や

　（国
）
は
か
な
し
や
（
群
）
は
か
な
し
や

　
　校
異

　よ
に
ふ
る

　（国
）
よ
を
ふ
る
（
群
）
よ
を
ふ
る

0095

　う
ち
は
ら
ひ
を
の
ゝ
浅
茅
に
か
る
草
の
し
け
み
か
す
ゑ
に
う
つ
ら
な
く
な
り

（
298
）　

　校
異

　な
く
な
り

　（国
）
た
つ
な
り
（
群
）
立
な
り

　
　
　祝

0096

　君
が
へ
ん
ち
よ
松
風
に
ふ
き
そ
へ
て
竹
も
し
ら
ふ
る
聲
か
よ
ふ
な
り
（
299
）

0097

　あ
め
の
し
た
め
く
む
草
木
の
め
も
は
る
に
か
き
り
も
し
ら
ぬ
御
代
の
末
〳
〵

（
300
）

0098

　い
く
と
せ
の
い
く
よ
ろ
つ
世
か
君
か
よ
に
雪
月
花
の
と
も
を
待
見
む
（
301
）

　
　校
異

　待
見
む

　（国
）
ま
ち
け
ん
（
群
）
ま
ち
け
む

0099

　か
め
の
お
の
い
は
ね
か
う
へ
に
ゐ
る
た
つ
の
こ
ゝ
ろ
し
て
け
る
水
の
い
ろ
か

な
（
302
）

　
　校
異

　ゐ
る
た
つ
の

　（国
）
ゐ
る
た
づ
も
（
群
）
ゐ
る
た
つ
も

0100

　君
か
代
は
ち
く
ま
の
川
の
さ
ゝ
れ
石
の
こ
け
む
す
い
は
と
な
り
つ
く
す
ま
て

（
303
）　こ

の
よ
う
に
式
子
内
親
王
の
詠
歌
に
限
っ
て
み
て
も
、
従
来
の
諸
本
と
の
違
い

は
明
ら
か
で
あ
り
、
歌
意
に
も
関
わ
る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一

つ
一
つ
の
検
討
は
今
後
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
本
資
料
の
独
自
性
を
ひ
と
ま
ず

理
解
さ
れ
た
い
。

八
、
ま
と
め
に

　本
資
料
は
『
正
治
初
度
百
首
』
に
関
わ
る
重
要
な
写
本
で
あ
り
、
今
後
、
詳
細

な
検
討
を
進
め
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
全
文
の
翻
字
を
進
め
、
機
会
が
あ
れ
ば
公

刊
し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
資
料
の
最
も
重
要
な
と
こ
ろ

は
、
巻
末
の
「
賜
題
目
録
」
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
さ
ら
な
る
検
証

が
求
め
ら
れ
る
。

　林
原
美
術
館
所
蔵
資
料
の
中
に
は
文
学
研
究
の
上
で
重
要
な
も
の
が
多
く
、
本

資
料
も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
池
田
光
政
な
ど
藩
主
筆
の
資
料
に

つ
い
て
は
、
そ
の
祖
本
と
も
関
わ
っ
て
、
多
く
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
考
察
は
十
全
で
は
な
い
。
近
世
期
の
資
料

に
お
い
て
も
、
藩
主
家
の
力
量
に
よ
っ
て
は
、
前
時
代
の
資
料
以
上
の
価
値
が
見

出
せ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
今
後
の
調
査
・
研
究

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
七
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の
方
向
性
と
し
て
、
こ
う
し
た
近
世
期
写
本
の
可
能
性
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た

い
と
思
う
。

【
注
】

（
１
）
山
本
真
吾
「
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
―
「
上
皇
御
所
」

の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
国
語
学
』
一
五
七
集
（
一
九
八
九
）、
ま
た
馬
耀
「『
江

都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
「
姑
射
」
の
用
法
─
平
安
前
・
中
期
漢
詩
文
と
の

比
較
を
通
し
て
─
」『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
五
三
号
（
二
〇
一
二
）
な
ど
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
２
）
太
田
晶
二
郎
「「
桑
華
書
志
」
所
載
「
古
蹟
歌
書
目
録
」

　「今
鏡
」
著
者
問
題
の

一
徴
證
な
ど
」『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
二
冊
、（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）『
正
治
初
度
百
首
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
山
崎
桂
子
『
正
治
百
首
の
研
究
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
に
詳
細
が
載
っ
て
い
る
。
同
書
に
お
け
る
研
究
成
果
は
小

論
に
お
い
て
最
大
限
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
４
）
有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究

　基
盤
と
構
成
』（
三
省
堂
、
一
九
六
八
）
か
ら
。

（
５
）
山
崎
桂
子
『
正
治
百
首
の
研
究
』
か
ら
。

（
６
）
原
豊
二
「
池
田
光
政
と
「
抜
書
」
―
『
風
葉
和
歌
集
』『
拾
遺
百
番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ

て
―
」『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
・
日
本
語
日
本
文
学
編
』
四
〇
巻
一

号
（
通
巻
五
一
号
）（
二
〇
一
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
浅
利
尚
民
「
旧
岡
山
藩
主
池
田
家
の
近
代
に
お
け
る
文
化
財
管
理
の
実
態
に
つ
い

て
」『
林
原
美
術
館
紀
要
・
年
報
』
三
号
（
二
〇
〇
八
）、
な
ら
び
に
浅
利
尚
民

「「
池
田
光
政
所
用
品
」
の
伝
来
と
現
状
に
つ
い
て
」『
閑
谷
学
校
研
究
』
一
八
号

（
二
〇
一
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
付
記
１
）
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
林

原
美
術
館
な
ら
び
に
同
館
の
浅
利
尚
民
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
専
門
分
野
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
山
崎
桂
子
氏
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
付
記
２
）
小
論
の
入
稿
後
に
『
和
歌
文
学
大
系

　正
治
二
年
初
度
百
首
』（
明
治
書
院
、

二
〇
一
六
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

　本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」

（
二
〇
一
六
～
二
〇
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
八

－ 191 －

写真1　内題と作者目録写真2　式子内親王百首歌冒頭

写真3　賜題目録（前半）

写真4　賜題目録（後半）と奥書①

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
九

－ 190 －



写真1　内題と作者目録写真2　式子内親王百首歌冒頭

写真3　賜題目録（前半）

写真4　賜題目録（後半）と奥書①

池
田
光
政
ほ
か
筆
『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て
（
原

　
豊
二
）

二
九

－ 190 －



写真5　奥書②写真6　後鳥羽院御影塔
（倉敷市林・五流尊瀧院）

写真8　伝覚仁法親王墓所
（倉敷市林・五流尊瀧院）

写真７　頼仁親王墓所
（倉敷市木見）
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Ikeda Mitsumasa copied and reproduced many books, which were important on the research 
of Japanese classical literature. “Shazan-Hyakushu-Waka” owned by the Hayashibara Museum 
is one of the variation of “Shoji-Shodo-Hyakushu” by Gotobain. This book was connected by 
Tonna, and has many original descriptions. This article introduces this interested book.

Keyword：Ikeda Mitsumasa, Gotobain, Tonna, “Shoji-Shodo-Hyakushu”, “Shazan-Hyakushu-
Waka”

About “Shazan-Hyakushu-Waka” owned by the Hayashibara
Museum, reproduced by Ikeda Mitsumasa and others

HARA Toyoji
（Faculty of Literature, Notre Dame Seishin University）
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